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図6　（1971-1972(26-27)樹木 27）
図7　（1976(32)欅 2 岩彩 37×38）
図8　抽象エスキース（1979(35)29 枚シリーズ 6） 図9　抽象エスキース（1979(35)29 枚シリーズ 4） 図10　抽象エスキース（1979(35)29 枚シリーズ 11）















































40 年後の 2015 年 7 月、筆者は美術館長、遺族と共に南相馬市岩屋寺で両界曼荼羅、胎
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（図 21、図 22）。尊像はそこにはない。20 代後半から曼荼羅と並行して、菩薩などの仏画
を描き、兄に献上したことが記されている。しかし尊像を全面的に描くようになったのは
075小倉尚人の求道─残された曼荼羅・仏画が教えることは





























































2008 年 12 月初旬、さすがに体調不良に耐えきれない。一人自転車に乗り病院へ行き、
点滴をしてもらい、描きかけを完成するのだと言うが、すでに癌は全身を冒し入院する。
回復の見込みなく、自宅に戻り、翌年 1 月 5 日永眠する。最後まで制作への意欲を失わず、
「もっと高みに行けたのに～」と強く大きく叫んだと言う。
──注
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